
〇 2018年８月に中国においてアジア初の発生。その後、韓国やベトナム等アジア全域に感染が拡大。

特に、韓国では2019年９月の発生確認以来、飼養豚、野生イノシシで、徐々に感染が拡大（直近では飼養豚では
2024年１月に発生し、野生イノシシでは2024年１月に釜山広域市で感染が確認）。

〇 東アジアでアフリカ豚熱が発生していないのは、日本、台湾のみ。

〇 既に、我が国に違法に持ち込まれた畜産物から、アフリカ豚熱ウイルスが４件で分離されているほか、ウイルス遺伝子につい
ても中国やベトナム等を中心に141例検出されており、旅行客により持ち込ませないための出国前の対応や国際郵便物を
含めた水際対策の強化により、事前に侵入を防止することが極めて重要。

〇 万が一、野生イノシシに侵入を許した場合、豚熱と異なり有効性が認められたワクチンがないことから、農場の飼養豚につい
ては、飼養衛生管理の向上が必要であるとともに、野生イノシシについて、死体が感染源となるため、死体を衛生的に処理す
る必要。

中国からの旅客に持ち込まれた違法豚ソーセージ

（感染性のあるアフリカ豚熱ウイルスを検出した事例あり）

［参考］違反の実例
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＝2005年以降WOAH等に発生・感染確認通報のあった国/地域

12. アフリカ豚熱の発生状況
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3,704合計

【飼養豚での事例】 【野生イノシシでの事例】
（単位：件）

初発生日：2019年9月16日

発 生 数（豚）：40件
感 染 数（野生いのしし）：3,704件

豚、いのしし飼養頭数：約 1,122万頭

※ 韓国当局公表資料等の情報を元に作成

飼養頭数：FAO統計(2021)による

2024年２月19日時点

発生地域発生日事例

京畿道坡州市2019/9/161

京畿道漣川郡2019/9/172
京畿道金浦市2019/9/233

京畿道坡州市2019/9/234

仁川広域市江華郡2019/9/245
仁川広域市江華郡2019/9/256

仁川広域市江華郡2019/9/257

仁川広域市江華郡2019/9/268
仁川広域市江華郡2019/9/269

京畿道坡州市2019/10/110

京畿道坡州市2019/10/111
京畿道坡州市2019/10/212

京畿道金浦市2019/10/213
京畿道漣川郡2019/10/914

江原道華川郡2020/10/815

江原道華川郡2020/10/916
江原道寧越郡2021/5/417

江原道高城郡2021/8/718

江原道麟蹄郡2021/8/1519
江原道洪川郡2021/8/2520

江原道麟蹄郡2021/10/521

江原道洪川郡2022/5/2622
江原道楊口郡2022/8/1823

江原道春川市2022/9/1824

江原道春川市2022/9/1925
京畿道金浦市2022/9/2826

京畿道坡州市2022/9/2827

江原道鉄原郡2022/11/928
京畿道抱川市2023/1/529

江原道鉄原郡2023/1/1130
京幾道金浦市2023/1/2231

江原道襄陽郡2023/2/1132
京畿道抱川市2023/3/1933
京畿道抱川市2023/3/2934
京畿道抱川市2023/3/3135

京畿道抱川市2023/4/1336
江原道鉄原郡2023/7/1837

江原道華川郡2023/9/2538

慶尚北道盈徳郡2024/1/1539
京畿道坡州市2024/1/1840

飼養豚
38例目

飼養豚での発生地域

野生いのししでの感染確認地域

発生/感染が確認された行政区画

京畿道

忠清南道

忠清北道

慶尚北道

慶尚南道

全羅南道

全羅北道

江原道

ソウル
特別市

蔚山

釜山

済州道

飼養豚
39例目

飼養豚
40例目

2023年12月
野生イノシシでの
感染を初確認
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韓国で北部から南部へと徐々に発生が拡大していた中で、昨年12月に釜山広域市で急に野生イノシシでの感染が確認され、１月
には、日本に向かうフェリーターミナルに近い場所でも野生イノシシでの感染が確認。

13. 韓国におけるアフリカ豚熱の発生状況



14．韓国釜山広域市における感染状況
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